
青
薙
発
句
注
解
　
一二

｛届

田

志

津

子

は
じ
め
に

本
稿
は
、
「青
羅
発
句
注
解
　
一
」
「同

・
二
」
「
姫
路
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
三
〇

・
同
三
二
、
二
〇

一
七
年
二
月

・
二
〇

一

九
年
二
月
、
以
下

「注
解

一
」
、
「注
解
二
」
と
略
称
す
る
）
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
栗
の
本
青
羅
が
生
涯
に
詠
ん
だ
発
句
を
、
年
代
の
わ

か
る
も
の
は
古
い
順
に
と
り
あ
げ
、
注
解
し
て
い
る
。
注
解

一
で
明
和
五
年
頃
ま
で
、
注
解
二
で
安
永
元
年
頃
ま
で
の
発
句
を
採
り
上
げ

た
の
で
、
今
回
は
そ
れ
に
続
い
て
、
安
永
初
め
頃
か
ら
天
明
初
年
頃
ま
で
に
詠
ま
れ
た
発
句
を
採
り
上
げ
る
。

加
古
川
に
定
着
し
、
蝶
夢
の
傘
下
に
入
り
、
門
人
も
増
え
、
『蛸
壺
塚
』
を
刊
行
し
た
の
が
注
解

一
の
頃
、
蝶
夢
の
蕉
風
復
興
運
動
の
一

翼
を
担

っ
て
芭
蕉
顕
彰
活
動
を
行
い
、
ま
た
樗
良
と
も
交
流
を
も
つ
。
明
和
九
年
七
月
十
六
日
に
門
人
羅
来
が
没
し
、
追
善
集

『秋
し
ぐ

れ
』
に
は
、
蝶
夢
と
の
一
周
忌
追
善
歌
仙
を
載
せ
た
。
そ
こ
ま
で
が
注
解
二
。
今
回
は
そ
れ
に
続
く
年
代
で
あ
る
。

一

安
永
元
年
秋
、
伊
勢
の
樗
良
が
加
古
川
の
青
羅
を
訪
問
し
た
。
そ
の
前
年
に
青
羅
が
樗
良
を
訪
ね
た
が
樗
良
は
留
守
で
あ
っ
た
。
そ
の

返
礼
と
し
て
の
訪
間
で
あ
ろ
う
。
（富
田
志
津
子

「
『骨
書
』
七
歌
仙
」
『俳
文
学
報
』
五
二
、
二
〇

一
人
年

一
〇
月
）
。
伊
勢
ま
で
同
行
し

た
経
来
が
没
し
た
後
で
あ
り
、
十
月
二
十
六
日
に
、
樗
良
、
青
羅
、
半
捨
坊
の
二
人
で
、
羅
来
百
ヶ
日
追
善
歌
仙
を
巻
い
た

「
秋
し
ぐ
れ
つ
。

ま
た
樗
良
は
翌
年
春
ま
で
青
藉
の
庵
に
滞
在
し
て
お
り
、
そ
の
間
に
青
羅
と
樗
良
の
両
吟
歌
仙
七
巻
を
巻
い
た
。
①
②
③
の
発
句
は
そ
の

両
吟
歌
仙
の
発
句
で
あ
る
。
樗
良

皇
目
雇
の
両
吟
歌
仙
は
、
「骨
書
の
小
集
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
ぬ
ま
ま
置
か
れ
、
樗
良
の
七
回
忌
を
機
会

に
李
雨
が

『骨
書
』
と
し
て
刊
行
し
た
。
そ
の
た
め
同
書
の
刊
行
は
天
明
七
年
だ
が
、
樗
良
と
の
両
吟
歌
仙
は
、
安
永
元
年
か
ら
二
年
に
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② か
け
て
巻
か
れ
て
い
る
。
（以
下
、
引
用
文
や
句
の
文
字
の
う
ち
、
旧
字
体
は
現
行
に
直
し
、
濁
点
を
補
っ
た
。
ま
た
、
適
宜
、
振
り
仮
名

も
付
し
て
い
る
）

①

世
の
う
き
は
う
き
と
も
し
ら
で
う
き
は
わ
か
れ
の
雪
こ
か
し
、
と
う
た
ひ
け
り

た
は
れ
女
の
頬
先
あ
か
し
雪
の
朝
　
　
　
　
主目
羅

（雪
）
　

出
典

『骨
書
』
（天
明
七
年
、
李
雨
編
）

【訳
】
雪
の
降
り
積
も

っ
た
寒
い
朝
、
遊
女
の
も
と
を
去
る
。
見
送
り
に
出
た
遊
女
は

「世
の
う
き
は
…
」
と
、
唄
を
口
ず
さ
ん
で
い

る
。
そ
の
頬
が
、
寒
さ
で
赤
く
な
っ
て
お
り
、
い
と
お
し
さ
が
増
さ
る
。

【注
】
前
書
の

「世
の
う
き
は
…
雪
こ
か
し
」
は
俗
謡
で
あ
ろ
う
、
出
典
未
詳
。
「雪
こ
か
し
」
は
雪
の
玉
、
あ
る
い
は
雪
だ
る
ま
。
発

句
の

「た
は
れ
女
」
は
、
歌
舞
の
女
な
ど
を
さ
す
。
こ
の
場
合
は
遊
女
。
寒
さ
で
頬
先
が
赤
く
な
っ
た
女
に
、
素
人
女
の
よ
う
な
田

舎
く
さ
さ
や
子
供

っ
ぽ
さ
を
見
出
し
、
い
と
お
し
さ
を
感
じ
る
。

『骨
書
』
所
収
、
樗
良
と
の
両
吟
歌
仙
の
発
句
。
脇
は

「立
る
す
が
た
は
冬
の
芍
薬
　
樗
良
」。

詠
水
上
花

盃
の
な
が
る
ゝ
花
の
絶
間
か
な
　
　
　
　
　
　
土目
羅

（花
）

出
典

『骨
書
』

【訳
】
川
面

一
面
に
浮
か
ぶ
桜
の
花
び
ら
、
そ
こ
に
絶
え
間
が
あ
る
と
見
る
と
、
盃
が
流
れ
て
い
く
。
誰
か
が
、
曲
水
の
宴
を
真
似
て
、

盃
を
流
し
た
の
だ
ろ
う
。

【注
】
曲
水
の
宴
は
、
三
月
三
日
上
巳
の
宮
中
の
行
事
。
上
流
か
ら
流
さ
れ
る
盃
が
自
分
の
と
こ
ろ
へ
来
る
前
に
和
歌
を
詠
む
、
と
い

う
遊
び
。
そ
れ
を
真
似
て
、
句
会
を
催
し
た
か
。
花
び
ら
の
浮
か
ぶ
水
の
上
を
、
盃
が
花
び
ら
を
押
し
分
け
て
流
れ
て
い
く
、
と
い

う
光
景
を
詠
ん
だ
。

樗
良
と
の
両
吟
歌
仙
の
発
句
。
脇
は

「光
り
を
添
ふ
る
岸
の
山
吹
　
　
樗
良
」

久
ヽ

春
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即
興
歌
仙

節
の
日
や
あ
ら
か
た
ひ
ら
く
梅
の
花
　
　
　
　
青
羅

（節
日
）

出
典

『骨
書
』

【訳
】
今
日
は
季
節
の
変
わ
り
日
、
立
春
で
あ
る
。
す
で
に
梅
の
花
は
、
ほ
と
ん
ど
は
こ
ろ
ん
で
い
る
。

【注
】
「節
」
は
多
く
の
場
合
、
節
句
そ
れ
も
上
巳
の
節
句
を
さ
す
が
、
そ
れ
で
は
梅
の
季
節
に
あ
わ
な
い
。
こ
こ
は
、
季
節
の
変
わ
り

目
の
節
日
で
あ
る
。
暖
か
い
日
が
続
い
て
、
立
春
の
前
か
ら
は
や
、
梅
が
咲
き
か
け
て
い
る
。
春
の
明
る
さ
、
軽
快
さ
を
感
じ
る
。

え
び

樗
良
と
の
両
吟
歌
仙
の
発
句
。
脇
は

「緞
が
ら
光
る
背
戸
の
春
風
　
　
樗
良
」

草
の
戸
に
灯
も
吹
け
し
て
小
夜
し
ぐ
れ
　
　
　
　
山
李

（時
雨
）
　

出
典

『し
ぐ
れ
会
』
（安
永
二
年
、
蝶
夢
編
）

【訳
】
佗
び
住
ま
い
の
草
庵
。
夜
に
時
雨
が
降

つ
て
き
た
、
と
思
う
と
、　
一
迅
の
風
が
吹
い
て
わ
ず
か
な
灯
火
も
消
し
て
し
ま
っ
た
。　
　
　
一

【注
】
『し
ぐ
れ
会
』
「
四
来
奉
納
　
各
題
時
雨
」
の
部
に
入
集
。
「時
雨
」
の
題
詠
で
、
そ
の
わ
び
し
さ
を
詠
む
。
義
仲
寺
の
時
雨
会
句
　
　
一二一

会
に
参
加
し
た
の
で
は
な
く
、
『し
ぐ
れ
会
』
に
投
句
し
た
も
の
。

鹿
児
に
十
と
せ
綱
手
に
か
へ
す
今
朝
の
春

出
典

『青
薙
発
句
集
』
（寛
政
九
年
、
玉
屑
編
）

【訳
】
加
古
川

（鹿
児
川
）
に
と
ど
ま

っ
て
十
年
目
の
春
を
迎
え
た
。
流
れ
る
年
月
、
巡
る
季
節
は
、
船
を
引
く
綱
に
寄
せ
て
は
返
す

波
の
よ
う
だ
。

【注
】
「綱
手
」
は
船
を
つ
な
ぐ
綱
。
「綱
手
引
く
」
と
和
歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「寄
せ
て
か
へ
す
」
の
は
、
一
般
に
は
波
で
あ

る
。
こ
の
句
の
場
合
、
船
の
綱
に
返
っ
て
き
た
の
は
、
波
で
は
な
く
春
。
鹿
児
に
来
て
十
年
、
春
が
ま
た
巡
り
返

っ
て
き
た
、
と
い

う

」ゝ
と
で
あ
ろ
う
。

『青
幕
発
句
集
』
の
刊
行
は
寛
政
九
年
だ
が
、
青
羅
が
加
古
川
に
来
て
十
年
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
句
は
、
安
永
四
年
三
十
六

才
の
頃
の
作
と
想
定
し
て
、
こ
こ
に
入
れ
た
。
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冬 ⑦春 ③

寝
て
や
見
ん
か
づ
け
て
や
み
ん
萩
の
花
　
　
　
播
磨
山
李

（萩
）
　

出
典

『笠
の
露
』
（安
永
四
年
、
琴
之

・
鶴
之
編
）

【訳
】
萩
の
花
が
満
開
だ
。
枝
垂
れ
て
、
滝
の
よ
う
に
咲
い
て
い
る
の
を
楽
し
む
に
は
、
寝
転
ん
で
見
上
げ
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
、
一肩
に
か
け
て
見
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
か
。

【注
】
「
か
づ
け
る
」
は
被
け
る
。
本
来
は
、
頭
に
か
ぶ
る
と
い
う
意
味
だ
つ
た
が
、
官
人
な
ど
が
上
か
ら
褒
美
を
い
た
だ
い
て
肩
に
掛

け
る
こ
と
を

「か
づ
く
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
ハ
美
し
い
萩
を
、
枝
ご
と
肩
に
か
け
て
み
よ
う
と
い
う
。
萩
は
、
枝

が
垂
れ
る
よ
う
に
咲
く
。

『笠
の
露
』
は
文
下
追
善
集
。
追
善
俳
諧
の
発
句
は
蝶
夢
が
詠
ん
で
い
る
。

寒
月
や
四
条
の
橋
を
我
ひ
と
り
　
　
　
　
　
　
加
古
川
山
李

（寒
月
）
　

出
典

『ふ
た
つ
笠
』
（安
永
四
年
、
除
風
編
）

【訳
】
冬
の
月
が
燈
々
と
光
る
夜
、
歌
舞
伎
の
顔
見
世
も
終
わ
っ
て
人
少
な
に
な
っ
た
四
条
大
橋
を
渡
っ
て
い
く
の
は
自
分

一
人
。
月

の
光
が
ま
す
ま
す
寒
く
寂
し
い
。

【注
】
「寒
月
」
は

『誹
諧
線
車
大
成
』
（寛
政
十

一
年
）
に
十
二
月
の
も
の
と
し
て
掲
出
。
冬
の
月
は

『徒
然
草
』
で
、
「す
さ
ま
じ
き

も
の
に
し
て
見
る
人
も
な
き
月
の
、
寒
け
く
す
め
る
…
」
と
さ
れ
、
寒
々
と
し
て
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
「寒
月
」
も
同
じ

だ
が
、
漢
語
で
あ
る
分
、
さ
ら
に
冷
厳
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
「寒
月
」
の
古
い
用
例
は
少
な
く
、
中
興
期
に
な
っ
て

「寒
月
や
僧
に
行

あ
ふ逢

橋
の
上
　
蕪
村
」
亀
耳
た
む
し
Ｌ

が
あ
る
。
「
四
条
の
橋
」
は
四
条
大
橋
で
、
付
近
の
四
条
河
原
は
、
夏
は
納
涼
、
冬
は
十

一
月

に
歌
舞
伎
の
顔
見
世
が
あ
り
賑
わ
っ
た
。
そ
の
四
条
大
橋
も
、
師
走
と
な
る
と
顔
見
世
が
終
わ
っ
て
人
が
少
な
く
、
渡
る
の
は
自
分

だ
け
で
あ
る
。

『二
つ
笠
』
は
讃
岐
国
観
音
寺
に
早
苗
塚
を
建
立
し
た
記
念
集
。
蝶
夢
、
諸
九
尼
ら
入
集
。

う
か
れ
出
て
仇
に
雪
喰
ふ
猫
の
妻
　
　
　
　
　
播
州
加
古
川
青
羅

（猫
の
妻
）
　

出
典

『春
興
』
（安
永
五
年
、
斗
酔
編
）

一 四 ―



【訳
】
年
が
明
け
て
春
に
な
り
、
猫
の
発
情
期
に
な
っ
た
。
雌
猫
が
ま
だ
雪
の
残
る
戸
外
に
出
か
け
て
い
き
、
恨
め
し
い
こ
と
に
雪
を

食
ら
つ
て
帰

っ
て
く
る
。

【注
】
「猫
の
恋
」
は
、
一
月

（『花
火
草
し
、
ま
た
は
二
月

（『毛
吹
草
し
、
こ
こ
は
、
残
雪
が
あ
る
の
で
早
春
の
猫
の
恋
で
あ
る
。
「猫

の
夫
」
「猫
の
妻
」
、
交
尾
期
に
入
っ
た
猫
の
雌
雄
ど
ち
ら
も

「ね
こ
の
つ
ま
」
と
い
う
が
、
こ
の
句
は

「妻
」
だ
か
ら
雌
猫
。
浮
か

れ
て
出
て
行

っ
て
は
、
雄
猫
と
遊
ん
で
、
雪
に
ま
み
れ
て
帰

っ
て
く
る
。

こ
の

『春
興
』
に
は
、
蕪
村
、
几
董
ら
当
時
の
名
家
の
新
春
の
吟
が
入
る
。
青
羅
は
こ
れ
以
後
、
「山
李
」
か
ら

「青
羅
」
へ
と
号

を
改
め
て
い
る
。

色
深
し
今
年
よ
り
さ
く
桃
の
花
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
マ
山
李
改
青
経

（桃
の
花
）

出
典

『左
比
志
遠
里
』
（安
永
五
年
、　
一
音
編
）

【訳
】
桃
の
苗
木
に
今
年
初
め
て
花
が
咲
い
た
。
待
ち
続
け
て
よ
う
や
く
咲
い
た
花
は
、
深
い
赤
で
、
美
し
い
。

【注
】
桃
は
、
淡
紅
色
が
多
い
が
、
種
類
に
よ
っ
て
、
濃
い
紅
色
や
自
色
の
も
の
も
あ
る
。
ま
た

「桃
栗
三
年
柿
八
年
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
り
、
桃
と
栗
は
、
芽
生
え
て
か
ら
実
を
結
ぶ
ま
で
に
三
年
か
か
る
と
い
う
。

さ

び

し

お

り

『左
比
志
遠
里
』
は

一
音
の
俳
論
集
。
蕪
村
序
、
暁
台
跛
。
天

・
地

・
人
の
三
巻
か
ら
な
り
天
巻
は

一
音
の
俳
論
、
地

・
人
の
巻
に

は
諸
国
の
俳
人
の
発
句
を
収
め
る
。
青
経
の
句
は
、
名
家
の
発
句
を
集
め
た
部
分
に
二
句
入
集
。
も
う

一
つ
の
句
は
、
『秋
し
ぐ
れ
』

に
初
出
。

こ
こ
で
は
、
号
が

「
ハ
リ
マ
山
李
改
青
羅
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

⑩
　
戸
口
よ
り
人
影
さ
し
ぬ
秋
の
暮
　
　
　
　
播
州
山
李
坊

秋

（秋
の
暮
）
　

出
典

『張
瓢
』
（安
永
五
年
、
江
涯
編
）。
『続
あ
け
が
ら
す
』
（安
永
五
年
、
几
董
編
）
に
も
同
じ
形
で
入
集
す
る
。
た

だ
し

『続
あ
け
が
ら
す
』
は

「青
羅
」
の
号
で
あ
る
。

【訳
】
秋
の
夕
暮
れ
、　
一
人
で
庵
に
居
る
と
、
寂
し
く
、
人
恋
し
い
。
戸
口
に
、
夕
陽
に
長
く
延
び
た
人
影
が
見
え
る
と
、
来
訪
者
か

と
、
う
れ
し
く
な
る
。

春 ⑨

一 五 一
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春 ⑫春 ⑬

【注
】
秋
の
寂
蓼
感
を
詠
み
、
芭
蕉
の

「此
道
や
行
人
な
し
に
秋
の
暮
」
（
『其
便
し

や

「秋
深
き
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
翁
笈
日
記
し

を
思
わ
せ
る
。
こ
の
句
の
場
合
、
「秋
の
暮
」
は
秋
の
夕
暮

だ
が
、
晩
秋
の
寂
し
さ
も
感
じ
さ
せ
る
。

『張
瓢
』
は
近
江
八
幡
の
俳
書
、
名
家
の
発
句
の
中
に
、
青
薙
の
句
も
入
る
。
『続
あ
け
が
ら
す
』
は
蕪
村
七
部
集
の
一
。

色
か
え
ぬ
四
十
は
人
の
松
の
花
　
　
　
　
　
　
青
経

（松
の
花
）
　

出
典

『後
の
真
』
（安
永
六
年
、
魚
潜
編
）

【訳
】
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
で
初
老
を
迎
え
た
あ
な
た
は
、
松
の
花
の
よ
う
に
、
百
年
の
長
寿
を
た
も
た
れ
る
で
し
し
ょ
う
。

【注
】
「松
の
花
」
は
春
の
季
語
。
春
、
新
芽
の
先
に
雌
花
と
雄
花
が
咲
く
。
季
語
と
し
て
は

一
月
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
「十
か
へ
り
の

松
」
つ
ま
り
百
年
に

一
度
花
が
咲
く
、
と
さ
れ
、
長
寿
の
祝
賀
の
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。
「色
か
え
ぬ
」
は
、
松
の
常
緑
と
、
髪
の
な

い
魚
潜
の
頭
の
両
方
を
さ
す
。
あ
な
た
は
、
松
の
花
の
よ
う
だ
、
こ
れ
か
ら
も
長
寿
を
保

っ
て
欲
し
い
、
と
言
祝
ぐ
。

『後
の
真
』
は
魚
潜
の
四
十
賀
集
。
魚
潜
は
、
朝
来
山
大
雲
寺
の
僧
で
青
羅
門
人
。
同
書
は
栗
の
本

一
門
の
俳
書
で
、
栗
の
本
門
人

が
多
く
入
集
す
る
。

落
積
し
椿
が
う
へ
の
春
の
雨
　
　
　
　
　
　
　
土日
幕

（椿

・
春
の
雨
）

出
典

『後
の
真
』

【訳
】
春
雨
が
静
か
に
降
つ
て
い
る
。
庭
に
は
、
落
ち
椿
が
積
も
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
上
を
、
た
だ
静
か
に
雨
が
濡
ら
し
て
い
る
。

【注
】
冨
一冊
子
』
に
、
「春
雨
は
小
止
み
な
く
、
い
つ
ま
で
も
降
り
続
く
や
う
に
す
る
、
三
月
を
い
ふ
。
二
月
末
よ
り
も
用
ふ
る
な
り
。

正
月
二
月
初
め
を
春
の
雨
と
な
り
」
と
す
る
。
そ
れ
に
拠
る
と
、
こ
れ
は

「春
の
雨
」
な
の
で

一
月
二
月
の
頃
と
な
る
。
椿
は
、　
一

月

（
『花
火
草
し

ま
た
は
二
月

（『毛
吹
草
し
。
こ
の
句
は
、
落
ち
椿
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
二
月
か
。

『後
の
真
』
の
巻
末
発
句
。

梅
ち
り
て
古
郷
寒
し
お
ぼ
ろ
月
　
　
　
　
　
　
主目
嘉

（梅

。
お
ぼ
ろ
月
）
　
　
出
典

『花
七
日
』
（安
永
六
年
、
樗
良
編
）



春 ⑭⑮春

【訳
】
古
郷
で
あ
る
奈
良
に
は
梅
が
咲
き
誇

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
散

っ
て
し
ま
う
ど
、
何
や
ら
寒
さ
を
感
じ
る
。
し
か
し
、
お
ぼ
ろ

月
が
出
て
、
ま
た
ち
が
っ
た
春
の
美
し
さ
を
見
せ
て
く
れ
る
。

【注
】
「
ふ
る
さ
と
」
は
、
『古
今
和
歌
集
』
で
、
「
ふ
る
さ
と
と
な
り
に
し
な
ら
の
み
や
こ
に
も
　
色
は
変
は
ら
ず
花
は
さ
き
け
り
　
平

城
天
皇
」
「
ひ
と
は
い
さ
心
も
し
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
　
花
ぞ
む
か
し
の
か
に
に
は
ひ
け
る
　
紀
貫
之
」
の
よ
う
に
、
奈
良
の
こ
と
と
し

て
詠
ま
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
梅
の
花
を
詠
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
和
歌
を
ふ
ま
え
て
、
青
羅
は
古
郷
、
奈
良
の
梅
の
花
を
詠
ん
だ
。

『花
七
日
』
は
樗
良
七
部
集
の
一
。
栗
の
本
門
人
が
多
く
入
集
す
る
。

春
雨
や
継
木
見
に
行
く
闇
の
お
く
　
　
　
播
磨
山
李

（春
雨

・
継
木
）

出
典

『雪
の
味
』
（安
永
七
年
、　
一
幹
編
）

【訳
】
春
雨
が
降
る
と
、
故
人
が
継
い
だ
継
ぎ
木
が
ど
う
な
っ
た
か
と
気
に
な
っ
て
、
夜
で
も
間
の
中
を
見
に
行

っ
て
し
ま
う
。

【注
】
『雪
の
味
』
は
豊
後
の
蘭
里
の
三
回
忌
集
。
青
藉
の
句
は
、
「追
悼
発
句
」
の
部
に
入
る
。

「継
木
」
は
、
木
の
芽
や
枝
を
切
り
取
っ
て
、
他
の
木
に
合
体
さ
せ
る
。
春
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
『花
火
草
』
等
み
な
二
月
と
す

る
。
こ
こ
は
故
人
の
継
ぎ
木
で
あ
る
。

世
を
い
た
ふ
身
は
と
し
を
さ
へ
わ
す
れ
た
り
し
に
、
あ
る
人
よ
り
法
師
は
初
老
の
は
る
に
逢
ひ

玉
ふ
と
て
、
衣
服
な
ど
恵
ま
れ
け
る
に
、
さ
も
あ
り
や
と
て

十
徳
の
う
し
ろ
に
来
た
り
今
朝
の
春

（今
朝
の
春
）
　

出
典

『青
薙
発
句
集
』

【訳
】
正
月
を
迎
え
て
、
今
年
初
老
と
な
っ
た
。
十
徳
を
も
ら
つ
て
祝
わ
れ
、
何
や
ら
晴
れ
が
ま
し
く
照
れ
く
さ
い
。
正
月
の
め
で
た

さ
は
、
そ
の
後
か
ら
や
っ
て
来
た
よ
う
だ
。

【注
】
「今
朝
の
春
」
は
、
元
旦
を
祝

っ
て
言
う
語
。
十
徳
は
、
俳
諧
師
が
外
出
着
と
し
て
多
く
用
い
た
上
衣
。
初
老
は
四
十
。
正
月
、

初
老
の
祝
い
に
十
徳
を
も
ら
つ
た
の
で
あ
る
。
芭
蕉
の

「誰
や
ら
が
形
に
似
た
り
今
朝
の
春
」
亀
続
虚
栗
Ｌ

と
同
じ
く
、
衣
服
を
も

ら
つ
た
照
れ
く
さ
さ
を
詠
ん
で
い
る
。
青
羅
四
十
歳
は
安
永
八
年
と
し
て
、
こ
こ
に
入
れ
た
。

一 七 一



冬 ⑩

青羅発句注解 三

春 ⑫春 ⑬

木
が
ら
し
や
葺
勲
呼
わ
る
岡
の
麦
　
　
　
　
播
磨
山
李

（木
が
ら
し
）
　

出
典

『嶋
塚
集
』
（安
永
八
年
、
野
牛
編
）

【訳
】
木
枯
ら
し
が
吹
い
て
い
る
。
そ
の
音
は
恐
ろ
し
く
、
山
畑
に
蒔
い
た
麦
に
、
早
く
芽
を
出
せ
と
二
葉
を
呼
ば
わ
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

【注
】
「麦
」
の
季
節
は
夏
。
「麦
蒔
き
」
「麦
の
双
葉
」
は
冬
。
『毛
吹
草
』
で
、
「麦
蒔
」
を
十
月
と
す
る
。
「山
畑
や
麦
蒔
く
人
の
小

わ
き
ざ
し
　
　
大
魯
」
亀
董
陰
句
選
Ｌ

と
山
畑
に
麦
を
蒔
く
。
「岡
」
と
い
う
の
は
、
山
畑
で
あ
ろ
う
。
「蒔
き
つ
け
し
夜
よ
り
鶴
鳴

く
岡
の
麦
　
土目
羅
」
亀
青
羅
発
句
集
Ｌ

と
い
う
句
も
あ
り
、
青
羅
は
、
こ
こ
で
も

「岡
の
麦
」
を
詠
ん
で
い
る
。

『嶋
塚
集
』
は
、
唐
葵
庵
南
江
の
七
回
忌
集
。
南
江
は
、
備
中
笠
岡
に
芭
蕉
句
碑
を
建
て
よ
う
と
し
て
果
た
せ
ず
明
和
二
年
に
没
し

た
。
七
回
忌
に
門
人
ら
が
建
立
、
蝶
夢
を
導
師
に
招
い
て
供
養
し
た
、
そ
の
記
念
集
。
青
羅
の
句
は

「
四
季
発
句
」
の
冬
の
部
に
入

フ
の

。
盃
に
お
の
／
ヽ
が
た
よ
散
る
桜
　
　
　
　
　
播
州
山
李

（桜
）
　

出
典

『雪
の
声
』
（安
永
九
年
、
凡
夫
編
）

【訳
】
盃
を
あ
げ
て
い
る
お
の
お
の
方
、
あ
ち
ら
も
ご
覧
あ
れ
。
あ
ん
な
に
み
ご
と
に
桜
が
散

っ
て
い
る
。

【注
】
落
花
を
楽
し
み
な
が
ら
の
酒
宴
。
盃
を
干
す
の
に
忙
し
い
人
々
に
対
し
て
、
盛
ん
に
散
る
花
へ
も
目
を
や
っ
て
く
れ
、
と
い
う

も
の
。

『雪
の
声
』
は
、
樗
良
が
安
永
七
年
か
ら
翌
年
ま
で
越
後

へ
曳
杖
、
そ
の
折
の
巻
を
中
心
に
、
当
地
の
吟
を
集
め
た
も
の
。
青
羅
の

句
は
、
「
四
季
発
句
」
の

「花
」
題
に
入
る
。

糸
梅
や
野
に
立
横
に
人
も
な
し
　
　
　
　
　
　
　
山
李

（梅
）
　

出
典

『続
寒
菊
』
（安
永
九
年
、
杏
慮
編
）

【訳
】
し
だ
れ
梅
が
野
に
立
っ
て
い
る
。
美
し
ぐ
咲
き
、
薫
る
が
、
そ
ば
に
は
誰
も
い
な
い
。
惜
し
い
こ
と
だ
。

― 八 ―



【注
】
「糸
梅
」
が
不
明
、
そ
の
よ
う
に
称
す
る
種
類
の
梅
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
枝
垂
れ
て
咲
く
梅
、
と
解
釈
し
た
。
誰
に
も
見
ら
れ

ず
、
野
に
ぽ
つ
ん
と
咲
い
て
い
る
し
だ
れ
梅
。

『続
寒
菊
』
は
、
野
抜
門
の
俳
書
。
編
者
杏
慮
は
大
坂
の
人
。

梅
を
見
て
居
れ
ば
ほ
ど
な
く
匂
ふ
哉
　
　
　
　
ハ
リ
ｆ
目
羅

（梅
）
　

出
典

『年
の
尾
』
（安
永
年
間
、
樗
良
編
）

【訳
】
梅
が
美
し
く
咲
い
て
い
る
。
し
ば
ら
く
見
と
れ
て
い
る
と
、
や
は
り
梅
の
本
意
は
香
り
で
、
複
郁
と
薫

っ
て
く
る
も
の
だ
。

【注
】
梅
は
、
花
の
美
し
さ
と
芳
香
、
そ
の
二
つ
が
愛
で
ら
れ
る
。
そ
の
本
意
を
主
張
し
て
い
る
。

『年
の
尾
』
は
、
樗
良
七
部
集
の
一
。
樗
良
が
安
永
五
年
に
上
京
し
た
後
に
刊
行
し
た
。
樗
良
の
亡
く
な
る
安
永
九
年
以
前
の
刊
。

秋
立
や
裸
で
寝
た
る
腹
の
上
　
　
　
　
　
　
主目
羅

（秋
立
つ
）
　

出
典

『年
の
尾
』

【訳
】
今
日
は
立
秋
。
ま
だ
ま
だ
暑
さ
は
き
び
し
く
秋
の
気
配
な
ど
ど
こ
に
も
な
さ
そ
う
だ
が
、
裸
で
昼
寝
し
て
い
る
と
、
何
や
ら
腹

の
あ
た
り
が
寒
い
。
な
る
ほ
ど
、
腹
の
上
に
秋
が
来
た
の
か
、
と
納
得
す
る
こ
と
だ
。

【注
】
立
秋
の
頃
は
、
暑
さ
の
絶
頂
期
、
涼
し
さ
な
ど
感
じ
ら
れ
る
も
の
は
な
い
が
、
裸
で
寝
て
い
る
と
薄
寒
さ
を
感
じ
る
、
と
す
る
。

鶯
も
虫
に
い
や
し
き
心
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
播
磨
青
羅

（鶯
）
　

出
典

『浪
速
住
』
（天
明
元
年
、
江
涯
編
）

【訳
】
美
し
い
声
で
さ
え
ず
る
鶯
は
人
に
愛
で
ら
れ
て
い
る
が
、
意
外
な
こ
と
に
虫
を
食
べ
る
。
虫
を
見
る
と
い
や
し
い
心
を
動
か
す

よ
う
だ
。
人
は
そ
ん
な
こ
と
は
知
ら
な
い
。

【注
】
鶯
の
、
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
一
面
を
詠
む
。

『浪
速
住
』
は
、
行
脚
俳
人
江
涯
の
編
、
四
季
別
の
歌
仙
と
発
句
を
収
め
る
。
青
羅
の
句
は
、
春
の
部
に
出
る
。

春 ② 秋 ⑩ 春 ⑩

一 九 一



②
　
名
月
や
松
の
名
あ
ら
ば
妓
王
妓
女
　
　
　
栗
の
も
と
青
羅

秋

（名
月
）
　

出
典

『月
の
吟
』
（天
明
二
年
、
あ
か
し
の
浦
栗
の
も
と
社
中
編
）

【訳
】
舞
子
の
浜
の
名
月
は
ま
こ
と
に
美
し
い
。
こ
こ
の
松
の
木
に
名
を
つ
け
る
な
ら
、
「舞
子
」
に
ち
な
ん
で
、
白
拍
子
の
妓
王
と
妓

女
の
名
を
付
け
た
い
も
の
だ
。

【注
】
「舞
子
浜
」
の
項
に
出
る
句
。
源
平
の
合
戦
場
、
須
磨
浦
に
も
近
く
、
平
家
物
語
に
出
る
白
拍
子
の
名
が
ふ
さ
わ
し
い
。

『月
の
吟
』
は
、
栗
の
本
門
人
ら
が
、
屏
風
浦
か
ら
舟
を
出
し
、
須
磨
、
明
石
の
月
を
愛
で
、
連
句
を
巻
き
、
発
句
を
詠
じ
た
と
き

の
記
念
集
。
明
石
の
栗
の
本
社
中
が
上
梓
し
た
。

④
　
　
　
一
枝
を
き
ら
ば

一
指
を
切
る
べ
し
と
、
武
蔵
坊
が
書
け
る
制
札
の
、
光
を
今
も
う
し
な
は
ず
し
て
、
春
秋
の
哀
を
つ
げ
侍
る

須
磨
寺
や
千
と
せ
の
木
々
も
け
ふ
の
月
　
　
　
主目
羅

秋

（今
日
の
月
）

出
典

『月
の
吟
』

【訳
】
源
平
合
戦
ゆ
か
り
の
須
磨
寺
に
は
、
弁
慶
の
書
い
た
と
い
う
制
札
が
今
な
お
残

っ
て
い
る
。
長
い
歴
史
を
見
て
き
た
古
い
木
立

も
、
今
日
の
名
月
の
光
で
明
る
く
照
ら
さ
れ
て
い
る
。

【注
】
須
磨
寺
の
梅
の
木
に
は
、
弁
慶
の
制
札
が
あ
り
、
「南
面
の
政
、
一
枝
を
き
ら
ば

一
指
を
切
る
べ
し
」
と
書
い
て
あ

つ
た
と

『
一

ノ
谷
敷
軍
記
』
三
に
あ
る
。
青
経
の
句
は
、
古
い
歴
史
を
も
つ
寺
を
、
明
る
く
照
ら
す
名
月
を
詠
む
。

雑
魚
汁
も
月
の
今
宵
や
須
磨
の
里
　
　
　
　
　
土日
羅

（月
）

出
典

『月
の
吟
』

【訳
】
須
磨
の
里
で
食
事
す
る
。
雑
魚
を
入
れ
た
質
素
な
汁
だ
が
、
須
磨
で
名
月
を
愛
で
な
が
ら
食
す
る
と
、
な
か
な
か
良
い
も
の
だ
。

【注
】
十
二
吟
連
句
の
発
句
。
舟
か
ら
下
り
て
食
事
し
て
い
る
。

青羅発句注解 三

秋 ②

― 一〇 ―



春 ④

春
の
薦
選
さ
わ
ぎ
て
は
日
を
送
る
　
　
　
　
播
磨
青
羅

（春
の
鷹
）
　

出
典

『雪
の
台
』
（天
明
二
年
、
三
叩
編
）

【訳
】
鳩
が
北

へ
発
と
う
と
し
て
、
こ
の
と
こ
ろ
、
集
ま

っ
て
騒
ぎ
、
日
々
を
送
る
。
そ
の
よ
う
に
、
自
分
も
竹
宝
の
訃
報
を
知

っ
て
、

た
だ
も
う
、
お
ろ
お
ろ
と
し
て
日
々
を
送

っ
て
い
る
。

【注
】
『雪
の
台
』
は
五
器
庵
竹
宝
の

一
周
忌
追
善
集
。
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
追
悼
句
の
中
に
こ
の
句
が
入
る
。

お
わ
り
に

今
回
は
、
安
永
年
間
と
天
明
初
年
頃
の
青
羅
の
発
句
を
注
解
し
た
。
入
集
す
る
俳
書
は
、
蝶
夢
系
か
樗
良
系
の
も
の
が
多
い
。
蝶
夢
と

青
経
の
関
係
は
、
拙
稿

「青
羅
と
蝶
夢
」
（関
西
大
学

『国
文
学
』

一
〇
二
、
二
〇

一
八
年
三
月
）
で
、
樗
良
と
青
羅
の
関
係
は

「
『骨
書
』

七
歌
仙
」
（前
掲
）
で
述
べ
た
。
浪
人
に
な
り
、
俳
諸
師
と
な
っ
て
、
加
古
川
に
定
着
し
た
青
羅
で
あ
っ
た
。
も
と
の
師
の
玄
武
坊
は
関
東

に
あ
っ
て
頼
れ
ず
、
蝶
夢
の
傘
下
に
入
り
、
樗
良
と
の
関
係
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
栗
の
本
の
俳
壇
を
経
営
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
頃
、
栗
の
本
門
人
も
増
え
、
『後
の
真
』
や

『月
の
吟
』
の
よ
う
な
、　
一
門
の
俳
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
栗
の
本
門
は
着
実
に
播
州
に

根
付
い
て
、
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

安
永
期
の
作
風
は
、
明
和
の
頃
の
発
句
ほ
ど
芭
蕉
の
句
を
意
識
し
て
い
な
い
。
古
典
に
典
拠
を
も
つ
も
の
は
少
な
く
、
日
常
の
中
で
何

気
な
い
風
景
を
何
気
な
く
詠
も
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。
「梅
を
見
て
居
れ
ば
ほ
ど
な
く
匂
ふ
哉
∵

・
そ
れ
は
、
「
か
る
み
」
と
い
え
る
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
駄
句
の
排
出
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
。
今
後
の
青
羅
の
句
風
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
は
、
次
稿
以
降
で
考
察

す
る
。



青羅発句注解 三

The Notes of Seira's Haikus Ⅲ

Shizuko TONIITA

This is the third study of “The N6tes of Seira' s Httkus" series.

It、vrote the notes on the haikus composed by Seira Kurinomoto roughly

bet、veen 30 and 42 years old.In those days, Seira settled in Kakoga、 va,

increasing the number of his pupils as a halkairnaster.He took partin Chomu'

s activity to praise Basho

Also,he became friends、vith Chora、vhO came from a famous fanlily

Seira hilnself was getting famous at that tilne.


